
　１　目的

　２　結果

⑵  基準点３及び基準点13の深層部に
　おいては，年度平均の水温の経年変
　動は上昇傾向にあり，20年間（1980
　年～1999年） では，基準点３が約１
　度，基準点13 が約1.5度上昇してい
　ました（図３）。
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　1980年～1999年の20年間における鹿児島湾奥部の中央付近（基準点３：水深約
140ｍ）と湾央部の中央付近（基準点13：深約230ｍ）の鉛直方向の水温に係る経
年変化について報告します。

⑴  基準点３の表層から水深80ｍまで
　と，基準点13の表層から水深110ｍ
  までの年度平均の水温の経年変動に
　ついては，顕著な変化は認められま
　せんでした（図２）。
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